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ヒ
ラ
グ
ケ
(
平
茸
〉
は
味
の
賠
で
殊
に
歯
ざ
は
り
の
賠
で
シ
メ
ヂ
と
は
甲
乙
な
く
外
観
も
よ
く
類
し
‘
現
在
市
場
で
の

取
引
値
段
に
も
聞
き
が
少
主
い
。
シ
メ
ヂ
は
単
に
秋
、
特
定
の
土
地
に
し
か
費
生
せ
な
い
が
、
平
茸
は
人
工
で
秋
か
ら
春
ま
で
の
問
、
如
何

な
る
土
地
に
も
費
生
せ
し
め
得
る
。
同
じ
く
人
工
栽
培
さ
れ
て
居
る
シ
ヒ
タ
ケ
と
比
較
す
る
と
共
香
の
結
で
は
及
ば
な
い
が
、
共
栽
培
が
遁

か
に
容
易
で
、
且
つ
堕
産
.
如
何
な
る
地
方
に
で
も
僅
少
の
空
地
を
利
用
し
て
栽
培
し
得
る
。
春
三
四
月
頃
に
植
付
れ
ば
共
秋
に
は
既
に
坪

嘗
り
五

l

一O
貰
の
生
平
茸
b
t
牧
穫
し
、
後
一
一
一
|
凶
年
聞
は
牧
穫
を
欄
け
得
る
。
平
茸
は
斯
く
栽
培
容
易
、
費
生
迅
速
且
つ
型
産
と
三
拍
子
・

揃
ひ
、
食
糧
増
産
の
現
下
の
要
請
に
ぴ
っ
た
り
適
合
し
て
居
る
・
夫
で
其
栽
培
品
目
下
念
速
に
普
及
し
‘
矯
め
に
之
に
闘
す
る
照
合
が
頻
々

と
来
て
臆
接
に
迫
が
な
い
か
ら
栽
培
の
要
黙
の
み
を
簡
皐
に
記
述
す
る
・

。

。

。

。

0

.
Z

卒
茸
栽
培
用
原
木

に
は
殆
ん
ど
何
れ
の
樹
種
で
も
差
支
は
な
い
が
、
普
通
に
使
用
し
誼
賞
と
さ
れ
て
居
る
も
の
は
、
ヱ
ノ
キ
、

。
。
。

ヤ
ナ
ギ
類
、
ポ
プ
ラ
、
ド
ロ
、
カ
ヘ
デ
類
、
シ
デ
類
、
ム
ク
ノ
キ
、
ハ
ン

y
キ
、
ネ
ム
ノ
キ
等
で
あ
る
。
桑
、
イ
チ
ヂ
ク
等
の
不
用
株
も
共

O

O

D

D

O

 

健
利
用
出
来
る
。
原
木
hv
太
さ
は
縦
伏
せ
ん
』
横
伏
せ
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
縦
伏
ぜ
な
ら
ば
直
何
四

i
五
寸
か
ら
二
尺
位
で
何
程
太
く
て
も

。
。
。
。
。
。
。

よ
い
・
四

l
五
寸
以
下
の
物
は
枝
と
共
に
横
伏
せ
に
使
用
し
得
る
@
原
木
伐
採
の
時
期
は
年
中
何
時
で
も
大
し
た
差
は
な
い
が
、
秋
か
ら
春

ま
で
の
落
葉
後
費
芽
ま
で
の
聞
が
よ
い
。
伐
倒
し
た
樹
は
乾
く
と
聞
く
-
な
る
か
ら
、
生
の
内
に
長
さ
五
!
七
オ
に
輪
切
り
す
る
。
之
を
=
口

ヒ
ラ
タ
ケ
の
簡
易
人
主
栽
培
法
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宛
封
ほ
し
て
切
口
を
合
は
せ
て
植
付
け
迄
積
ん
で
会
〈
.
直
径
四
l
五
寸
以
下
の
物
は
長
さ
ニ

1
2一
尺
に
切
る
・

平
茸
種
菌
と
し
て
は
、
前
年
に
費
生
し
た
栂
木
を
栓
献
の
細
片
と
し
て
撞
木
す
る
事
も
あ
る
が
、
平
茸
は
多
温
の

-ー・・圃.
種
薗
の
植
付

放
態
で
栽
培
す
る
の
で
栂
木
が
雑
菌
に
侵
さ
れ
不
純
に
な
り
易
い
。
夫
故
種
菌
周
楕
木
は
選
揮
が
岡
雑
で
あ
る
か
ら
純
粋
培
養
菌
赫
を
用
ひ

る
が
安
全
で
あ
る
.
此
目
的
に
は
首
大
原
農
業
研
究
所
で
も
鋸
屑
培
養
基
に
純
幹
培
養
し
て
貸
出
実
頒
布
し
て
居
る
・
時
に
は
茸
を
細
か
〈
陣

い
て
之
に
米
糠
等
を
混
合
し
た
物
も
用
ゆ
る
が
成
績
は
良
く
な
い

.rmuび
wm閉
も
別
に
決
り
は
な
い
が
一
一
一
月
か
ら
四
月
一
杯
位
が
よ
い
・

植
付
が
後
れ
る
と
菌
赫
の
寝
育
が
後
れ
共
年
の
秋
に
茸
の
費
生
せ
な
い
事
も
あ
る
・
ム
附
仲
町
一

-
F
bは九
w
h
r
h
-
で
は
輪
切
り
に
し
た
原
木
の
横

断
面
に
種
蘭
を
塗
り
付
け
る
事
も
あ
る
が
、
第
一
固
の
如
く
断
面
に
直
額
六
}
七
分
の
ポ
l
ト
ウ
で
深
さ
五

l
六
分
の
孔
を
穿
ち
之
に
種
菌

。
。
。
。

を
植
付
け
る
方
が
よ
い
・
紘
付
に
は
栢
叫
に
培
養
さ
れ
た
種
菌
を
皿
か
鉢
に
取
り
出
し
、
指
先
で
か
た
り
聞
い
位
に
填
め
る
。
植
孔
の
教
は
直

径
一
尺
の
原
木
友
ら
ば
五

l
七
個
所
位
と
し
て
原
木
の
太
さ
に
感
じ
て
散
を
加
減
す
る
・
植
ゑ
込
み
の
済
ん
だ
原
木
は
第
一
聞
の
様
に
植
付

。
。
。

け
た
面
と
面
と
を
合
は
せ
て
積
み
重
ね
る
。
之
ほ
縦
伏
せ
と
云
ひ
原
木
の
太
い
場
合
で
あ
る
が
、
細
い
原
木
は
第
二
闘
の
様
に
様
伏
せ
に
す

る
か
ら
、
側
面
に
そ
の
太
え
長
さ
に
感
じ
て
一
一
一
!
五
個
ご
側
に
ニ

i
一
ニ
側
其
反
劃
側
に

71-
一
個
)
の
孔
を
努
ち
同
様
に
し
て
種
菌
を
填

め
込
む
・
回

。，e

種
菌
b
t
組
付
け
た
原
木
邸
ち
楠
木
は
、
之
に
菌
株
が
な
る
だ
け
迅
速
且
つ
旺
盛
に
繁
殖
す
る
様
に
伏
せ
込

栂
木
の
伏
せ
込
み

を
行
ふ
。

w
v
u
u
h
p…ψ
昨
は
日
営
り
又
は
風
通
し
等
そ
考
慮
す
る
要
が
な
い
か
ら
住
宅
の
周
囲
家
の
蔭
で
も
庭
園
と
か
畑
の
一
角
で
も
樹
の

。
。
。
。
。
。

下
で
も
よ
い
。
只
排
水
の
悪
い
鹿
は
不
適
首
で
あ
る
・
栂
木
の
分
量
に
も
よ
る
が
犬
檀
短
倒
形
の
冷
床
の
如
き
幅
四
尺
乃
至
六
!
七
尺
、
長

さ
遁
宜
の
物
注
・
鳴
り
〈
第
三
闘
v
、
之
に
第
一
闘
の
様
に
ニ
側
宛
積
み
重
ね
た
下
の
方
の
栂
木
の
半
分
乃
至
一
一
一
分
二
位
堂
土
中
に
叡
め
込
む
・



井
際
栂
木
と
栂
木
と
の
聞
に
は
胤

l
五
寸
位
の
間
隔
を
・
ゐ
く
必
要
が
あ
る
。
斯
く
伏
せ
込
ん
だ
上
に
古
車
、
藁
等
を
被
せ
℃
日
光
を
遮
り
換

気
を
保
つ
様
に
す
る
。
斯
く
し
て
六

l
七
月
頃
に
は
白
色
の
菌
綿
が
栂
木
の
植
付
面
一
慣
に
蔓
延
し
雨
面
が
菌
綿
で
斡
旋
す
る
位
と
た
る
か

ら
、
二
個
宛
積
み
重
ね
た
上
の
方
の
凶
板
佐
取
り
は
が
し
て
之
堂
前
と
同
じ
様
に
短
冊
形
の
床
に
、
菌
締
植
付
面
を
上
方
に
し
て
半
分
位
土

中
に
埋
せ
込
む
・
此
除
槽
木
の
植
付
面
が
水
平
に
な
る
様
且
又
一
ケ
所
に
伏
せ
込
ん
だ
栂
木
の
'上
面
が
何
れ
も
大
髄
同
じ
高
さ
に
な
る
様
に

せ
ぬ
と
後
の
都
合
が
悪
い
。
斯
く
伏
せ
込
ん
だ
槽
木
は
蓮
又
は
誌
で
被
ひ
乞
す
る
か
或
は
小
屋
掛
を
す
る
e

竹
田
酌
拙
叩
は
第
三
闘
の
如
く
で
内

部
の
手
入
・
の
矯
め
に
片
方
の
屋
根
は
自
由
に
開
閉
出
来
る
様
に
し
て
必
く
必
要
が
あ
る
・
小
屋
掛
は
雨
屋
様
で
も
片
屋
根
で
も
或
は
四
分
六

分
位
に
し

τも
何
れ
で
も
よ
い
。
雨
屋
根
の
大
形
の
小
屋
に
す
れ
ば
一
方
に
出
入
口
を
作
り
中
央
に
通
路
を
設
け
て
ゐ
け
ば
よ
い
。
右
の
如

く
に
栂
木
b
L

二
例
宛
割
に
積
み
重
ね
て
伏
せ
込
む
と
場
所
も
少
く
て
桝
み
菌
綿
の
蔓
延
も
よ
い
が
、
上
段
の
間
板
の
方
が
下
段
よ
り
も
菌
綿

・

の
生
育
が
幾
分
後
れ
る
傾
が
あ
る
・
夫
で
初
め
か
ら
第
三
闘
の
如
く
に
『
面
に
伏
せ
込
む
方
法
も
あ
る
.
此
場
合
に
は
植
付
面
に
は
一
身
高

。
。
。
。
。
。
。

片
の
如
き
物
で
被
ひ
を
す
る
と
よ
い
。
以
上
は
太
い
原
木
で
所
調
縦
伏
せ
に
し
た
場
合
で
あ
る
が
細
い
原
木
は
積
伏
せ
に
す
る
・
第
二
闘
に

示
し
た
様
に
暢
本
を
土
固
に
萌
た
へ
て
共
字
分
乃
至
三
分
の
一
生
土
中
に
埋
め
込
み
、
植
孔
が
土
面
に
近
い
鹿
に
行
く
様
に
す
る
。

原
木
同
種
菌
を
植
込
み
伏
せ
込
み
を
行
っ
た
物
は
如
露
で
充
分
漉
水
す
る
・
共
後
天
候
に
も
よ
る
が
四
l
五
日
乃

五

管
理
及
牧
種

至
一
週
間
に
は
一
度
宛
描
水
し
、
原
木
に
充
分
湯
気
を
保
た
せ
る
。
少
く
と
も
周
囲
の
土
が
乾
い
て
白
く
な
ら
な
い
程
度
に
す
る
・
只
地
面

に
水
の
溜
る
様
で
は
過
渦
と
た
る
か
ら
排
水
の
舶
は
注
意
を
要
す
る
。
叉
天
候
に
よ
っ
て
は
被
ひ
の
蓮
を
は
が
し
て
通
風
一を
計
る
・
梅
雨
あ

け
後
の
高
温
乾
燥
の
候
に
は
隔
日
位
に
湛
水
の
要
が
b
る
。
六
月
頃
に
な
る
と
植
付
面
の
鹿
に
は
白
色
の
菌
綜
の
蔓
延
を
認
め
る
・
前
記
の

如
く
こ
倒
宛
積
み
重
ね
た
物
は
上
の
園
板
だ
け
は
七
月
一
杯
位
に
取
り
は
が
し
て
別
の
床
に
移
し
荏
で
被
ふ
か
小
屋
掛
を
す
る
。
何
れ
に
し

ヒ
ラ
タ
ケ
の
簡
易
人
工
品
械
情
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四
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て
も
晩
く
も
九
月
初
め
迄
に
は
小
屋
掛
(
第
一
-
一
圃
)
を
す
ま
せ
る
。
叉
伏
せ
込
ん
だ

栂
木
は
途
中
で
伏
せ
か
へ
は
せ
ぬ
が
よ
い
。
管
理
共
他
に
よ
り
多
少
の
遅
速
は
あ
る

0

0

.

。。

が
春
三
四
月
頃
に
伏
せ
込
ん
だ
栂
木
に
は
共
年
の
一

O
月
墳
か
ら
茸
が
蛮
生
し
始
め

る
・
そ
れ
か
ら
約
一
週
間
で
最
盛
期
に
な
る
。
第
一
回
の
採
集
後
二

l
苛
一
週
間
で
第

二
回
、
更
に
二

i
コ
一
週
間
で
第
三
回
の
最
盛
期
に
達
し
、
そ
れ
か
ら
気
温
も
下
る
の

で
更
に
四
週
間
も
し
て
第
四
回
目
の
牧
穫
が
出
来
る
。
多
く
は
最
初
叉
は
第
二
回
目

が
費
生
最
多
く
共
後
分
量
が
漸
減
す
る
。
牧
穫
は
市
債
の
閥
係
で
傘
の
大
檀
八
分
間

き
の
時
に
株
の
根
元
か
ら
す
る
・
岡
山
附
近
で
は
一
個
四
五

O
匁
入
の
箱
に
荷
造
し

て
大
医
市
場
等
へ
出
荷
し
て
居
る
・
茸
の
費
生
は
秋
か
ら
早
春
に
か
け
て
ニ

l
一コ月

間
績
〈
が
、
共
後
は
多
少
通
風
を
注
意
し
、
絵
り
に
多
漁
に
陥
ら
ぬ
様
に
し
て
槽
木
の

腐
敗
b
E

防
ぎ
、
翌
年
の
九
月
末
頃
か
ら
充
分
瀧
水
し
て
第
二
年
自
の
牧
穫
に
移
る
。

六

以
上
は
平
茸
栽
培
の
概
要
で
あ
る
が
何
分
簡
単
を
期
し
た
矯
め

む
す
び

に
不
備
の
臨
も
少
な
く
な
い
と
思
ふ
・
只
要
賠
だ
け
は
落
L
て
な
い
積
り
で
あ
る
か

も
、
熟
読
の
上
栽
培
を
試
み
ら
れ
る
な
ら
ば
決
し
て
失
敗
は
た
い
筈
で
あ
る
。

〈
昭
和
十
八
年
二
月
稿
)

凶
八
四

越馬長総:

第三回


